
＜四季のレシピ本＞＜和食文化レシピ＞＜食育かるた＞

期間中、食育かるた、四季のレシピ本、
和食文化レシピ、お食事手帳など

設置しています。

穂波支所のロビーの健幸ポイントデータ送信器の横で、
レシピ等の配布や食育に関する展示を行います。

地域農業への理解を深め、自然の恵みや生産者への感謝の気持ちを持ち、
地域とのつながりを大切にすることを通し、地元農畜産物の積極的な
利用や伝統的な食文化の継承に努めます。

■ 地産地消の推進と食文化の継承

食育の基盤となる家庭から地域、幼稚園・保育所等、学校、職場、関係機関等が連携し、
様々な食育体験を共有し、食べ物や生産者、自然への感謝のこころを育みます。

■ 地域の人々との交流を通した食育体験の実施

安心できる食生活を送るために、食の安全性をはじめとする食に関する
幅広い情報を入手・提供し、安全・安心な食生活の環境づくりに努めます。

■ 安全で安心な食生活の実践

市民の心身の健康増進と豊かな人間性を育むために、市民一人ひとりが食に関する
高い意識を持ち、生涯にわたって健全な食生活が実践されるよう推進します。

■ 食を通した健康で豊かな人間性の実現
食の基本方針

本市では、平成31年3月に「第3次食育推進計画」を策定し、家庭、地域、各関係機関等が協働して取り組み、
市民の健康増進を図っています。

食育とは、生きる上での基本であり、教育の三本柱である知育・徳育・体育の基礎となるものです。様々な経験を
通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を育てること
が重要です。

知っていますか？　毎年6月は食育月間・毎月19日は食育の日

飯塚市では、食生活改善推進会と協働で各種食育教室を開催しています

6月15日（木）～ 30日（金）　8時30分～ 17時15分　穂波支所1階ロビー食育コーナー

6月は食育月間

料理を作るって大変！
なんてお悩みのみなさん！
この教室で楽しく料理を
学びませんか。

うちごはん学べるーむ
食育5つの力を育もう！
食に関する力が身につく
ように調理体験を通して
楽しく学びます。

親子料理教室

四季の和菓子や保存食や
おせちなど・・郷土料理や
伝承料理をとおして和食の
文化を一緒に学びませんか！

和食文化講習会
料理をしたことが
なくても大丈夫！
美味しそうな料理が
出来ました。

男性料理教室

飯塚市 産後ケアのご案内

「出産」という大仕事を終えたお母さんの体や心は大きく変化をしていきます。

「産後ケア」は、そんな産後のお母さんのケアを行う事業です。

「疲れがたまって体調がすぐれない」

「自宅に帰っても手伝ってくれる人がいなくて不安…」

など、育児等の支援が必要な方をサポートして子育てを応援します。

●お問合せ　子育て支援課　母子保健係（☎0948-43-3305/FAX：0948-21-9508）

※早産での出産の場合は、予定日から換算して1年未満とします。

＊生活保護世帯の方：「医療カード」のコピーを実施施設へご提出ください。
＊非課税世帯の方（※）：「非課税世帯証明書」を市役所窓口で申請し実施施設へご提出ください（申請手数料無料）
　（※非課税世帯の方とは、世帯全員が非課税の世帯となります）

【利用料金】

上限等生活保護世帯・非課税世帯
自己負担額

市民税課税世帯
自己負担額サービス種類

ショートステイ（宿泊）/3食つき

デイケア（日帰り）/1食つき

デイケア（母乳育児相談）/食事なし

アウトリーチ（訪問）/食事なし

1泊　5,000円

1日　2,000円

無料

1回　2,000円

無料

無料

無料

無料 ※家事援助ではありません
3回以内

2回目以降の利用は
全額自己負担となります

原則7日以内

原則7泊以内

利用方法

ケアの内容

利用区分

利用できる方

飯塚市に住民票があり、産後1年未満のお母さんと赤ちゃんで、次の項目に該当する方
※赤ちゃん・お母さんともに医療行為の必要のない方が対象です。
● お母さんの体調や、気持ちの回復に不安のある方
● 育児に不安のある方

● ショートステイ（宿泊型）
● デイケア（日帰り型）
● デイケア（母乳育児相談）
● アウトリーチ（訪問型）

産後の心身のケア、授乳・乳房のケア、沐浴の指導、赤ちゃんの発育発達の相談など

※必ず母子手帳をご持参ください。
① 実施施設へ直接申込み（QRコードをお読み取りください）

② 産後ケアの利用（「飯塚市産後ケア事業利用パスポート」を発行します）

③ 支払い…施設へ直接お支払いください。 産後ケア事業実施施設一覧
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